
平成２４年度 
岡山県学力・学習状況調査 

 

調査問題を活用した授業改善のポイント 

岡山県教育庁指導課 



社  会  



根拠に基づいて自分の考えを 
表現する力を育成するために 

○考えをもち表現する学習の工夫 

 ・複数の資料を扱う 

 ・本当にそうなのか、なぜそうなのかを問う 

 ・対話形式の学習活動 

○社会科における言語活動の充実 

 ・社会的事象と言葉をつなげる 

 ・子どもも教師も学習した言葉を使う活動を 

○つながりを意識して 

１ 

Ｈ２４ 県学力調査問題から 



＜ 出題のねらい＞ 

日本の食料生産に
ついて、根拠となる
資料を選択したり、
資料を基に具体的
に説明したりするこ
とができるかどうか
をみる。 

Ｈ２４ 県学力調査問題から ２ 



（２）会話文の下線部①～④の発言の基に 
    なっている資料を選ぶ 

②米の自給率は100％近いが、小麦や大豆は20％以下。 

①日本の食料自給率は５０％を下回っている。 

③米の消費量と生産量は５年間で減少している。 

④米国や豪州の農家は広い耕地を所有している。 

３ 
考えをもち表現する学習の工夫 



複数の資料を扱う 

（２）会話文の下線部①～④の発言の基に 
    なっている資料を選ぶ 

４ 
考えをもち表現する学習の工夫 



（２）会話文の下線部①～④の発言の基に 
    なっている資料を選ぶ 

①日本の食料自給率は５０％を下回っている。 

  「自給率」という言葉を基に資料を選ぶ   →   必要な資料を集める 

②米の自給率は100％近いが、小麦や大豆は20％以下。 

授業では 

５ 
考えをもち表現する学習の工夫 



（２）会話文の下線部①～④の発言の基に 
    なっている資料を選ぶ 

①日本の食料自給率は
５０％を下回っている。 

説明の内容に応じて適切な資料を選ぶ  →  選んだ資料を使って説明する 

②米は100％近いが、 
小麦や大豆は20％以下。 

授業では 

６ 

資料過多
にならな
いように 

考えをもち表現する学習の工夫 



                    自分の考えをもつ 

米と野菜が自給できていればよいのではないか 

昔の自給率は 
どうだったのか 

輸入相手国に 
とってはどうなのか 

自分は困っていないが、
だれが困るのか 

「本当に問題なのか」を問う 

「なぜ問題なのか」を問う 

なぜ世界中の国から
輸入しないのか 

なぜこんなに自給率が
下がったのか 

安くておいしい外国産の 
食料がなぜ問題なのか 

主食の米が100％近い自給率なのに、 
なぜ全体は50％以下になるのか 

考えをもち表現する学習の工夫 
７ 



     対話形式の学習活動 

・児童一人一人に社会的な見方や考え方を養う（多面的に） 
・各種の基礎的資料を効果的に活用させる 
・調べたことや考えたことを表現させる 

                       （小学校学習指導要領解説より抜粋） 

・習得した知識を活用して考えたことを説明させる 

・自分の意見をまとめさせることにより、思考力、判断力、表現
力等を養う 

・資料を読み取って解釈させたり、議論などを行って考えを深
めさせたりする 

                       （中学校学習指導要領解説より抜粋） 

考えをもち表現する学習の工夫 

これらに 
つながる 

８ 



左下のグラフを見てください。日
本の食料自給率は５０％を下
回っているので問題だと思いま
す。なぜなら、もしも輸入がストッ
プしたら、・・ 

対話形式の学習活動 

考えをもち表現する学習の工夫 

 根拠に基づいて考えを表現する 

次に、右の２枚のグラ
フを見てください。米
の自給率は100％に

近いですが、小麦と
大豆の自給率が問題
です。なぜなら・・・ 

９ 



社会的事象と言葉をつなげる 

よく聞く言葉 言葉の意味が
わかる 

・直売所でのぼりを見た 
・スーパーの魚売り場で歌が流れていた 
・道の駅で買った野菜や果物は新鮮だった 
・岡山県産の米粉を使ったパンを買った 
・カキまつりでも地産地消ののぼりを見た 
・家族がお弁当コンテストに出場した 
・地産地消がテーマの大きな祭りをしていた 
・北海道から送ってもらったジャガイモの箱に 
「地産地消」と書いてあった 

 

「地産地消」どこで見た？聞いた？ 

地元でとれたものを
地元で消費すること 

野菜 

米粉パン 
米 

魚 

農産物 

貝 

水産物 

地産地消 岡山県でもさかん 
なぜそんなに 
さかんなのか 

説明や議論の
中で使える 

を 

という。 

とは 

とれたてが味わえる？ 

板書例 

社会科における言語活動の充実 
10 



大久保利通と小村寿太郎を比べてみると 

ことがわかる。 

・言葉の意味するものやその後の影響が分かるように線でつないでいく。 
・絵や写真などを言葉と一緒に並べて板書する 

 
 
 社会的事象と言葉をつなげる 

社会科における言語活動の充実 
11 



学習した言葉だけでなく、自分の考えも 
書いているノート 

学年当初は特にていねいな指導が必要 

学習した言葉がよく見える掲示 

子どもも教師も学習した言葉を使う活動を 

授業で使用した 
掲示物を利用 

社会科における言語活動の充実 
12 



「食料自給率」でみると 

小学５年 
「我が国の農業や水産業」 

中学校地理的分野 
「日本の農林水産業」 

・食料生産の意味その
ものを考える学習 

・生産を高める工夫や
努力について具体的に
考える学習（人の働き） 

世界から見た日本
の特徴を農林水産
業を通して捉える
学習 

小中のつながり 

学習内容と学習方法 両方のつながりを 

つながりを意識して 
13 



生活科とのつながり 

本や資料で調べるだ
けではなくて、実際に
調べに行ってみたいな 

地域に出かけて地域の人と
対話する活動 

地域の文化財に触れて感じたことや
見つけたことを話し合う活動 

公共物や公共施設を活用して
気付いたことを話し合う活動 

働いている人を取材してその場でメモをとり、教室
に帰って説明したりまとめたりする活動 

地域の博物館などを見学して 
レポートや新聞をつくる活動 

14 
つながりを意識して 

問題解決的な学習や体験的な活動、表現活動などを工夫 


